
新しくお薬が始まったときや、体調がすぐれないとき、
「これって薬の副作用かしら？」「もしかしてアレルギー？」と不安になったことはありませんか？
また単なる体調不良だと思い込んでいたら、実は注意すべき重要な副作用のサインだったということも。
見逃してはならないアレルギーの症状や薬の副作用・体調不良の見分け方を学びましょう。

「それ、本当に薬の副作用ですか？～薬の副作用・体調不良の見分け方～」

おくすりと上手につきあうために、知っておきたいポイントを分かりやすくお話しします。

ポリファーマシーって何？
「おくすりセルフチェックシート」を使ってご自身のおくすりについて一緒にチェックしてみましょう！

相談したいと思ったら、どうすればいい？

イムス三芳総合病院 管理棟1階 講堂

医師　 薬剤師 合同公開講座

10 21月 日
15：00～16：00予定
受付／14：45～水

第1部

ポリファーマシーとは、おくすりが増えることで、副作用や飲み間違いなどの問題が起こりやすくなって
いる状態のことです。おくすりは、多いこと自体が悪いわけではありません。大切なのは、今のおくすりが
自分に合っているかを確認することです。

「おくすりと上手につきあうために～ポリファーマシーを知ろう～」

第2部

講師：西久保 俊士医師（内科）

講師：米沼 祐未・高羽 杏（薬剤師）

イムス三芳総合病院 地域医療連携室（TEL：049-274-7015）
※ご予約はお電話で／月曜～金曜8：30～17：30、土曜8：30～12：30

講演会終了後、相談予約を受け付けます（※予約枠に限りがございます）

当院の内科・西久保医師と薬剤師が、薬の副作用や
注意すべき症状をわかりやすく解説する合同公開講座を開催します。

無料

おくすりについて相談するサイン

申し込み方法

開催場所


